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2学期スタート 
あっという間に夏休みが終わり、1年で一番長い2学期がスタートしました。 
心配された残暑は、今年は思ったほどではなく、扇風機の導入もあり、比較的気候

の面では爽やかにスタートすることができました。この陽気と同じような爽やかな 2
学期になるように生徒の皆さんには頑張ってほしいと思います。また、2 学期は、長
い分行事も多い学期です。一つ一つの行事を通して、一歩ずつ成長していってくれる

ことを期待しています。 

始業式校長講話より 
 東日本大震災から5ヶ月がたちました。放射能の影響が続いていて、いつまでも家に戻れない人達がた
くさんいます。こうして始業式を迎えられることはありがたいことです。 
 夏休み中、水野美術館へ仏像展を見に行きました。すぐ近くで、正面や横から本当によく見ることがで

きました。何百年も前の技術は素晴らしいと思いました。また、作った人の心の息遣いが伝わるようで、

気迫に感動し、心が落ち着いたような気がしました。どの人も充実した休みを過ごしたことと思います。 
 
 皆さんは夢を持っていますか。夢と目標の大きな違いは、期限を区

切るかどうかだと本に書いてありました。期限を区切らない夢、期限

を区切る目標。夢を持ちましょう。そして、その夢が叶うように取り

組みましょう。そのために目標を立てて取り組むことが大事です。夢

を持って目標を立てて素晴らしい 2学期になるように取り組んでいき
ましょう。 

 

中国石家庄市友好訪日団来校 
 8月25日に中国石家庄市友好訪日団が本校を訪れました。12歳から15歳までの生徒14名、引率者3名
の計 17 名の訪問団でした。夏休みの直前に決まった訪問であり、準備の時間が非常に短かったのですが、生
徒会や1年生中心に、交流の計画を立て当日全校で来校を歓迎しました。 

2時間目の途中に来校し、3時間目は全校での歓迎会、4時間目は 1年生との交流、給食も 1学年の教室で
食べてもらい、5 時間目は校内を見て回って頂きました。3 時間目
には、剣道部の発表の折に、実際に竹刀で打ち込んでもらう体験な

どもあり、楽しんでもらえたようです。 
今回の交流では、外国からの来客を迎える心が伝わったようで、

「是非、また犀陵中を訪れたい」というお言葉も頂きました。また、

1年生の中には「中国に対してあまりよいイメージを持っていなか
ったけれど、今日のことでその壁がこわれたような気がします。」と

いう感想をもった生徒もいて、有意義な交流になりました。 



学校自己評価アンケート結果 
1学期に、保護者の皆様に学校自己評価のアンケートを行なって頂きました。その結果は下記のようでした。
なお、数値は A：十分 を4点、B：おおむね十分 を3点、C：やや不十分 を2点、D：不十分 を1点
として平均点を求めたものです。2.5点が中間点になります。 

 
評価項目 H23 H22 

1 学校は、学校教育目標・実践目標・目指す生徒の姿の実現のために努力している。 3.15 2.99 
2 教師はよりよい学級を求めて努力している。 3.38 3.32 
3 子どもは、学校に行くのが楽しいと言っている。 3.40 3.29 
4 授業のねらいがはっきりしていて分かりやすい。 3.01 2.93 
5 教師は子どものことについてよく理解し、親身に相談に応じている。 3.20 3.17 
6 学校は、人権教育にしっかり取り組んでいる。 3.21 2.99 
7 学級活動や集会活動で合唱に熱心に取り組んでいる。 3.22 3.18 
8 環境が整い、清掃が隅々まで行き届き、掲示物がしっかりと掲示されている。 3.36 3.18 
9 生徒は挨拶がよくできる。 3.10 2.84 
10 学校での子どもの様子は、学年通信や学級通信などからよく分かる。 3.28 3.06 
全ての項目において昨年度より良い評価を頂きました。特に⑥人権教育への取り組み、⑧環境整備において

昨年度に比べ大きく評価をいただきました。課題となるのは①学校目標実現への努力④授業の課題の明確化と

⑨あいさつの３点です。平均の2.5点は越えてはいますが、更に努力をしていきたいと考えています。 
 

1学期の授業の反省と 2学期の改善点 
○1学期おおむね達成できたこと 

 

 これらの点については 2学期も引き続き意識できるようにしていきたいと思います。 

 

○２学期の授業で特に力を入れて、教師が行動していくこと 

 
以上の点について2学期は全校で力を入れていくつもりです。②については学校だけの力では十分な成果を
挙げることは難しいものです。ご家庭におかれましても、一声かけていただくだけで違ってくると思いますの

で、家庭学習の習慣化に是非ご協力をお願いします。 
 

授業が時間に始まり、時間に終わること 

多くの生徒が授業にまじめに参加していること 

セルフタイムに多くの生徒が自主的に取り組めたこと 

朝読書で活字に触れる時間を保証できたこと 

① 帰りの会で連絡黒板をきちんと生活ノートに写し、忘れ物をなくす 

② 家庭学習の習慣化 

③ わかりやすい授業環境づくり 

④ 理解を深めるための教材研究 


